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西
澤
議
員
は
全
世
帯
に
行
き
わ
た

る
支
援
策
と
し
て
水
道
料
金
の
引
き

下
げ
を
求
め
ま
し
た
。 

建
設
水
道
主
監
は
、
経
営
状
態
を

見
て
整
理
す
る
考
え
を
示
し
な
が

ら
、
甲
良
の
水
源
お
よ
び
配
水
能
力

を
有
効
活
用
し
、
多
賀
町
へ
の
配
水

計
画
の
協
議
が
整
え
ば
固
定
的
な
収

入
が
見
込
ま
れ
る
こ
と
か
ら
、
利
用

者
へ
の
還
元
を
す
す
め
る
検
討
を
進

め
た
い
と
表
明
し
ま
し
た
。 

 

西
澤
議
員
は
、
３
月
の
緊
急
補

正
で
行
っ
た
制
度
融
資
の
利
息
、

保
証
料
の
補
給
の
継
続
を
求
め
ま

し
た
。 

産
業
振
興
主
監
は
、
国
・
県
も

融
資
の
方
向
で
進
ん
で
い
る
こ
と

を
あ
げ
、
補
正
に
向
け
て
事
務
レ

ベ
ル
協
議
を
し
て
い
る
、
と
し
実

施
を
示
唆
し
ま
し
た
。 

プ
ー
ル
利
用
料
の
軽
減
は
、
２

月
に
町
へ
提
出
し
た
要
望
書
の

項
目
に
続
き
３
月
議
会
で
質
問

通
告
を
行
い
、
今
回
も
重
ね
て
要

望
。 保

健
福
祉
主
監
は
、
３
月
議
会

で
「
前
向
き
に
努
力
」
と
し
、
６

月
議
会
で
は
「
７
月
か
ら
半
額
ぐ

ら
い
の
助
成
」
を
考
え
る
と
し
、

高
齢
者
が
健
康
で
暮
ら
せ
る
一
つ

の
支
援
策
と
し
て
展
開
し
た
い
、

と
回
答
し
て
い
ま
し
た
。 

★
対
象
＝
65
歳
以
上
・
町
内
在
住

の
方 

★
軽
減
＝
半
額
（
５
百
円
が
２
５

０
円
に
）。
さ
ら
に
、
チ
ケ
ッ
ト
11

枚
つ
づ
り
を
２
５
０
０
円
で
お

得
、
と
担
当
課
の
お
す
す
め
で
す
。 

 
経
済
危
機
が
ま
す
ま
す
深
刻
化
す
る
中
、
６
月
議
会
の
一
般
質
問
で
西
澤
議
員

は
、
ふ
る
さ
と
交
流
村
計
画
の
根
本
的
な
見
直
し
を
求
め
る
と
と
も
に
、
町
民
の
く

ら
し
と
営
業
を
守
る
課
題
の
内
、
町
民
か
ら
寄
せ
ら
れ
た
声
な
ど
を
元
に
、
５
項
目

を
と
り
あ
げ
ま
し
た
。
そ
の
内
の
一
部
を
紹
介
し
ま
す
。 

西
澤
議
員
の
談 

６
月
議
会
閉
会
に
当
た
っ
て
の
山
﨑
町
長
あ
い

さ
つ
で
は
、
国
の
緊
急
経
済
対
策
が
内
示
さ
れ
た
の

が
大
変
遅
く
町
に
お
い
て
具
体
化
す
る
時
間
的
余

裕
が
な
か
っ
た
な
ど
の
意
味
あ
い
を
述
べ
ら
れ
ま

し
た
。
し
か
し
、
こ
と
の
本
質
は
、
町
政
と
し
て
、

深
刻
な
経
済
危
機
に
ど
う
町
民
の
く
ら
し
と
経
営

を
守
る
か
、
と
の
日
頃
か
ら
の
検
討
不
足
を
告
白
す

る
よ
う
な
も
の
だ
っ
た
と
思
い
ま
す
。 

 

例
え
ば
３
月
議
会
で
短
期
間
な
が
ら
制
度
融
資

の
保
証
料
補
給
が
実
行
で
き
た
も
の
で
、
国
の
交
付

金
を
受
け
て
継
続
は
可
能
だ
と
思
わ
れ
ま
す
。
住
宅

リ
フ
ォ
ー
ム
補
助
は
彦
根
市
の
み
な
ら
ず
、
多
賀

西
澤
議
員
は
３
月
議
会

に
続
い
て
、
家
計
応
援
と

地
元
中
小
建
設
業
者
の
仕

事
起
こ
し
と
も
な
る
住
宅

リ
フ
ォ
ー
ム
補
助
制
度
の

創
設
を
重
ね
て
求
め
ま
し

た
。 建

設
水
道
主
監
は
、
現

時
点
で
の
実
行
は
難
し

い
、
と
し
な
が
ら
、
近
隣

等
の
情
報
等
も
収
集
し
た

い
、
と
答
弁
。 

近
隣
で
は
彦
根
市
、
多

賀
町
、
愛
荘
町
に
続
い
て

豊
郷
町
も
実
施
す
る
こ
と

が
明
ら
か
に
な
り
ま
し

た
。
甲
良
町
で
の
早
期
実

施
が
求
め
ら
れ
ま
す
。 

お
元
気
で
す
か 

の
ぶ
あ
き
で
す 

 

生
協
で
買
っ
た
ト
マ
ト
は
色
鮮

や
か
で
、
夏
の
食
卓
を
飾
り
ま
す
。

で
も
、
ひ
と
か
じ
り
し
た
家
族
の

顔
が
さ
え
ま
せ
ん
。「
や
っ
ぱ
り
甲

良
産
の
ト
マ
ト
が
う
ま
い
な

あ
！
」。
妻
が
続
け
て
「
採
れ
た
て

の
野
菜
を
こ
ん
な
に
美
味
し
く
食

べ
ら
れ
る
幸
せ
は
、
他
に
勝
る
も

ん
な
い
で
〜
〜
」
と
▼
私
は
60
歳

を
過
ぎ
て
、
体
の
疲
れ
を
と
み
に

感
じ
る
こ
の
ご
ろ
、
新
鮮
な
食
材

を
口
に
で
き
る
環
境
を
嬉
し
く
思

え
る
こ
と
が
、
何
だ
か
不
思
議
で

も
あ
り
ま
す
▼
最
近
、
生
活
相
談

が
続
い
て
い
ま
す
。
各
種
の
負
担

が
重
す
ぎ
る
こ
と
、
収
入
が
極
端

に
低
い
共
通
性
を
感
じ
ま
す
。
そ

の
上
、
消
費
税
が
引
き
上
げ
ら
れ

れ
ば
、
庶
民
の
く
ら
し
は
壊
滅
的

な
打
撃
を
受
け
ま
す
▼
消
費
税
が

10
％
に
な
れ
ば
国
民
一
人
当
た
り

４
万
円
、
４
人
家
族
で
16
万
円
の

負
担
増
。
定
額
給
付
金
の
Ⅰ
万
２

千
円
は
つ
か
の
間
の
「
ア
メ
」
と

な
る
で
し
ょ
う
▼
自
・
公
政
府
が

増
税
を
目
指
す
２
０
１
１
年
の
国

会
で
「
消
費
税
こ
そ
庶
民
を
苦
し

め
る
天
下
の
悪
税
。
軍
事
費
を
削

り
、
大
企
業
に
応
分
の
負
担
を
さ

せ
よ
」
と
正
面
か
ら
た
た
か
っ
て

く
れ
る
代
表
・
日
本
共
産
党
の
議

席
を
伸
ば
す
こ
と
は
切
実
な
課
題

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
民
主
な

ら
大
丈
夫
か
？
「
４
年
の
間
は
上

げ
な
い
」
と
言
っ
て
い
る
に
過
ぎ

な
い
▼
さ
て
、
魚
の
見
張
り
を
猫

に
任
か
せ
る
よ
う
な
こ
と
は
選
択

し
な
い
で
お
き
た
い
。
で
す
ね
。 

７月から 
65 歳以上 

町
、
豊
郷
町
、
愛
荘
町
全
て
が
実
施
に
踏
み

出
し
ま
し
た
。 

わ
が
町
政
の
緊
急
対
策
に
お
い
て
「
町
民

の
く
ら
し
優
先
」
が
極
め
て
不
十
分
だ
っ
た

根
っ
こ
に
は
、
ふ
る
さ
と
交
流
村
、
呉
竹
セ

ン
タ
ー
改
築
、
地
域
福
祉
空
間
な
ど
の
「
ハ

コ
モ
ノ
先
行
」
の
基
本
姿
勢
が
ど
っ
か
り
と

座
っ
て
い
る
か
ら
だ
と
思
わ
ず
に
は
い
ら
れ

ま
せ
ん
。
国
も
地
方
も
、
国
民
・
住
民
の
命

と
健
康
・
く
ら
し
を
守
る
施
策
が
優
先
さ
れ

る
政
治
が
実
現
す
る
よ
う
皆
さ
ん
と
力
を
合

わ
せ
が
ん
ば
り
ま
す
。 



認識が軽率であり、反省しております。 

すでに甲良町から私の分担金として入金され

ている件の、その後の処理については、私が関

知することではありません。 

２、豊郷町はグランドゴルフの参加費を歳費か

ら天引きしていると聞いていましたので、甲良

町も同じようにしているのかと思っていたので

すが、大変うかつでした。改めて確認しました

ら、公費つまり税金から支出されていました。

合わせて、グランドゴルフの後の「懇親会」に

は一切私は参加していませんが、参加者だけか

ら会費を徴収していますので、別々の催しであ

るような理解をしていましたが、「実績報告書」

を見て、グランドゴルフと懇親会は一体の事業

であることが理解できました。 

３、今回、私は「犬上郡町村議会議長会一般会

計決算書」（平成 20 年度）なるものを初めて見

ました。歳入の部では会費 3,837,000 円とあり、

そのうち甲良町 1,298,000 円と記載。歳出の部

で「郡互助事業 250,000 円」の記載があり、こ

の額が「犬上郡議長会主催議員互助事業（グラ

ンド・ゴルフ）実績報告書」の収入の部として

「郡議長会予算 11、需用費 250,000」と記載

されています。同実績報告書を拝見しますと、

「各町負担金」の欄に「甲良町１２人」とあ

り、「36,000 円×３町 108,000 円」と記載さ

れています。まさに全額公費で賄われていま

す。 

４、もとより、グランドゴルフや懇親会は、

全くの「遊び・レクレーション」であり、議

員の任務・仕事とは異なるものです。公費支

出は即刻中止すべきと考えます。河合議長が

昨日本会議で表明されましたように、自己負

担で行うことについては「大いに結構」で、

私も中止を求めるものではありません。そう

であるならば、犬上郡議員互助事業において

は、３町の職員が公務外の仕事に駆り出され

ている実態は「公費の支出」に当たり、また

「議員の私的なレクレーション」の補助作業

をさせられていることにもなります。今の時

代に合った見直しを迫られていると思いま

す。 

 
 

議員のグランドゴルフ・懇親会 

飲食に公金支出は 
中止すべきです 

6月 15日、豊郷町議会の今村恵美子議員の
一般質問で、犬上郡議長会主催の議員のグラン

ドゴルフ大会・懇親会（飲み会）に公費が使わ

れていたこと、残金を決算書に記載せず裏金と

して処理していることが判明。毎日新聞が報道

しました。 
これは豊郷町議会の副議長に今村議員が選

出されたことから「20 年度犬上郡町村議会議
長会一般会計決算書」に「郡互助事業 25万円」
の記述を発見。確かめたところ問題の支出だっ

たことが初めて公然となりました。日本共産党

犬上郡議員団は５月 26日、懇親会に公費の支
出を行わないこと、情報公開など３点を申し入

れていました。 
今村議員の報告によれば、郡議長会の会長

（2年ごとに３町が回り持ち）である河合勇豊
郷町議会議長は「去年までの事は全く知らな

い。今回の申し入れを受け、今年は公費の不正

支出はせず、参加費（一人 3000円）で足りな
い分は参加議員に追加徴収を実施する」と表明

したと言います。今村議員の一般質問に対し、

河合議長は、「20年度犬上郡町村議会議長会一
般会計決算書」などの資料を配布し経過を説

明。郡議長会から受けた 25万円を含め 518000
円の収入から支出を差し引いた残金 67995 円
が本会計に戻されず、「現金で持っている」と

議会事務局長から事情聴取したことなどを報

告しました。 

16 日、西澤議員は公費からグランドゴルフ
参加費が支出されていることが判明したこと

を受け、「犬上郡議長会」河合会長に説明文（左

記参照）を付けて過去の参加費を支払いまし

た。このグランドゴルフ参加費の徴収は豊郷町

の議員は全議員の報酬から天引き、甲良、多賀

は税金から支出し、対応が異なっていました。

長年にわたるこの問題の全容解明が必要です。 

去る６月１６日、西澤議員は、犬上郡

議長会会長 河合勇氏に参加費９千円

と次の書面を手渡しました。 

グランドゴルフ参加費の 
お支払について 

１、今村恵美子議員より「豊郷町読者ニ

ュース」をいただき、「犬上郡議長会主

催のグランドゴルフ・懇親会」の不明朗

な会計処理問題を知り、５月２６日付に

て同会に対する不正公費支出を中止す

るよう申し入れたところです。そして、

昨日豊郷町議会で、この問題で今村議員

の一般質問を傍聴し、河合勇議長の事実

経過と見解を拝聴し、「グランドゴル

フ・懇親会」の残余金が裏金として処理

されているなどの事実を知りました。 

事実が分かった以上、遅ればせではあ

りますが、本年 21 度分と過去にグラン

ドゴルフのみ２回参加しておりますの

で、グランドゴルフ大会の主催者である

「犬上郡議長会」に参加費として 3回分

9000 円をお支払いいたします。議員の交

流になればとの思いで参加しましたが、

 5月 6日、東京夢の島・第五福竜丸前から広島に
向け出発した国民平和大行進の通し行進者・松本英

治さんが 6 月 17 日甲良町役場を訪問。甲良・９条
を守る会会長の藤谷悟さんらが玄関で出迎え。町長

室では、山﨑町長が国民平和行進の一歩一歩が成功

につながるなどの激励の言葉を送り、署名入りペナ

ントなどを松本さんに渡されました。 


